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The relations be紬een fear
of negative evaluation and self－COnCeptinJunior high schooI

students
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βタフ習，拗α乃）

This studyinvestlgateS the relations between fear of negative evaluation，type Of self－COnCept

in junior high schooIstudents．Questionnaires were administered to 427
studentsin order to

measure their fear of negative evaluation，the two types
of positive self－COnCept（丘om own

perspective and 免●om
■払at of closest friends），and two

motivationalstates for socialapproval

（acquiring praise and avoiding rejection）．Theresultsindicate that：（1）Fear of negative evaluation

WaSin瓜uenced both by tbe motivationalstates女）r aCquiring praise and for avoiding rejection．（2）
Students with marked high positive self－COnCeptたom own perspective but

SCOred high on two motivationalstates ぬr socialapprovaland fear of

Students
with markedlow positive self－COnCept打om own

perspective btlt

SCOred high on the motivationalstatesわr avoiding rqection and fear of

10Wたom closest 包丁iends

negative evaluatioIl．（3）

high from
closestたiends

negative evaluation．This

Study suggests that having a match between self－COnCeptた－om own perSpeCtive and打om that of

Closest friends areimportantin reducing the飴ar ofnegative evaluation．

鑑ey words：fear ofnegative evaluation，Selトconcept，SOCialapproval，juniorllighschooIstudents．

問題と目的

評価懸念（fearofnegative evaluation）とは，他

者からの評価に対する心配や，否定的に評価される

のではないかという予測に対する心配の程度を示す

概念である（Ⅵねtson＆汁iend，1969）．鞄rren，

Good＆Ⅵ如en（1984）によれば，評価懸念は仲間

との相互作用を妨げ，学級の申での孤立や，仲間か

らの拒絶を導くという．“もし悪く評価されたらど

うしよう”と常に気にしてしまう子どもにとって，

学校はきゅうくつな，あまり居心地のよくない場所

と感じられるのではないかと思われる．

評価懸念は，対人不安傾向における重要な次元の

ひとつであり（松尾・新井，1998），従来から，否

定的な自己概念や低い自己評価が対人不安傾向と密

接に関連していることが指摘されてきた（Cheek

＆Buss，1981；本間，1994）．また，肯定的に自己

を捉えられない人は，低い自尊心を傷つけたくない

ために，社会的承認を強める傾向にある（Martin，

1984）．この承認されたいとの欲求に関して菅原

（1986）は，従来ひとつの概念で考えられてきたも

のが，実は“賞賛され，好かれたい”との賞賛獲得

欲求と，“他者から嘲笑されたり，拒否されたくな

い”との拒否回避欲求の，2つの別々な欲求からな

ることを明らかにし，後者の欲求が公的自意識の強

い人にみられる対人恐怖症的傾向の背景に存在する

と述べている．他者から賞賛されるような積極的な

やりかたで集団に承認してもらおうとするのは，肯

定的に自己を捉えることができない生徒にとって

は，困難であることが予測される．肯定的自己概念
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や自尊心の欠如は，拒否されたくない欲求のほうを

強め，それによって否定的な評価を過剰におそjlる

ことになるのではないだろうか．

では，子どもの自己が肯定的であるとは，どのよ

うな状態を指すのであろうか．一般に自己概念とい

うときには，実際の自分自身の認知像（現実自己）

を指すことが多い．子どもの自己概念についての研

究でも，現実の自己像がポジティブである場合には

適応感が高いこと（徳田，1961），不登校生徒の現

実自己は一般の中学生に比べ内閉的・神経症的傾向

であること（渡遽・長谷川，1972）が明らかにされ

ている．したがって，「現実自己」そのものをポジ

ティブに評価できるか否かば，中学生の自己肯定感

の指標となり得ると言えよう．

また，自己は環境との相互作用をとおして社会的

に形成されるものである（榎本，1998）．年齢の上

昇に伴い，子どもは自分の視点からみた自己（現実

自己）に加え，2つめの自己一他者の視点からみた

自己－をもつことになる（相木，1992）．これら2

つの自己は互いに独立の関係ではなく，状況の変化

によって，現実自己は修正・変容の必要に迫られ

る．このとき，それまで安定していた現実自己は，

一時的に不安定なものになるだろう．それでも多く

の人は，2つの自己の折り合いをつけながら，再び

安定した現実自己を維持していくのではないかと思

われる．

しかし，思春期は，自己の分化に伴って自己のな

かに対立する属性が増え，かつそれが自己を混乱さ

せる時期である（Harter，1990）．またRosenberg

（1986）は，13歳前後に最も自尊心が低下すると予

測している．こうした発達的特徴を考慮すると，修

正と変容に迫られて生じる自己の“揺らぎ”を，自

らの力で支え，再び安定した自己を取り戻すこと

は，中学生にとって容易であるとは言いがたい．彼

らの現実自己は，それを“重要な他者が肯定してく

れている”いう認知に支えられて，安定したものに

なっていくのではないだろうか．つまり，中学生が

自己を肯定的に認知できるか否かには，現実自己だ

けでなく，重要な他者の視点から自己をとらえなお

したとき，それをどの肯定することができるかも関

わっていると考えられる．

また，中学生にとっては，学校でふだん一緒に行

動するような特定の友人が，身近で重要な他者とし

て捉えられる（藤田・伊藤・坂口，1996）．中学生

にとっての友人は，それまでの友人とは異なった重

要性と意義とを獲得する（Blos，1971）．同年代の

他者である級友みんなが重要な他者となるわけでは

なく，自分なりに選択して一緒に行動している特定

の友人が，学校場面で最も身近な，重要な他者とな

るのである．そこで，本研究では，中学生の重要な

他者の視点からみた自己を「友人推測自己」と呼

び，それと「現実自己」との2つから中学生の自己

概念を特徴づけることとする．

中学生の自己と評価懸念との関連について考える

と，現実自己評価が低い場合，仲間から自分が拒否

される場面が想定されやすく，拒否回避欲求が強ま

り，それによって評価懸念が高まることが予測され

る．だが，このとき友人推測自己が肯定的であれ

ば，仲間から拒否されたくないという欲求は強まら

ないのではないかと思われる．したがって，評価懸

念も，現実自己と友人推測自己の両方が肯定的でな

い生徒に比べ，それほど高くならないのではない

か．一方，現実自己が肯定的であっても，友人推測

自己がそうでない場合には，賞賛獲得欲求と拒否回

避欲求が両方とも高くなるのではないかと考えられ

る．自分では自己を肯定できていても，友だちから

みた自己が肯定的でない場合，現実自己が過小評価

されているように感じるであろう．そのため積極的

な方法で仲間から承認を得たいという欲求が強まる

が，親しい友だちが自己を肯定してくれていないと

の認知は，肯定的な現実自己を揺らぎやすいものに

させ，賞賛獲得の失敗を予測させるかもしれない．

したがって，拒否回避欲求も賞賛獲得欲求と同時に

高い傾向にあると考えられ，両欲求が高いことが評

価懸念に結びつくと予測される．

以上のことから本研究でほ，以下の2点について

検討することを目的とする．第一に，拒否回避欲求

だけでなく，賞賛獲得欲求も評価懸念を高める方向

で影響を及ぼすとの仮説について検討を行う．第二

に，現実自己と特定の友人の視点からみた自己（友

人推測自己）の2つの自己から，中学生の自己の特

徴を記述し，それが賞賛獲得欲求と拒否回避欲求，

および評価懸念の高さとどのように関連しているか

について明らかにする．

方 法

1．調査時期および対象

2000年10月，関東・北陸圏の公立中学校に所属す

る1，2，3年生の男女生徒427名を対象として調

査を実施した．学年・性別の構成は，取blelに示

す通りである．

2．調査内容および手続き

以¶Fの3種類から構成される質問紙調査票を用い

た・なお，調査は各学級で一斉に行われ，各生徒が
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瀧blel調査対象生徒の学年別，男女別構成

学年 男子 女子 計

1学年 62 55 117

2学年 73 68 141

3学年 87 82 169

計 222 205 427

封筒を用いて密閉した後，教師によって各クラスご

とに集められ，郵送により回収された．

1）評価懸念尺度

山本（2001a）が作成した否定的な評価に対する

不安を測定するための尺度であり，10項目からな

る．5件法で評定を求め，評価懸念が高いほど得点

も高くなるように，得点化を行った（Appendixl）．

2）中学生用自己概念尺度

山本（2001b）が作成した，ポジティブ領域15項

目・ネガティブ領域15項目から構成される尺度であ

る．本研究では，ポジティブ領域に含まれる15項目

を用いて，以下の3側面から回答を求めた

（Appendix2）．

①現実自己：「次の文は，あなたの『いいところ』

にどれくらいあてはまりますか」という教示のも

と，5件法で，自己に対して肯定的にとらえている

ほど得点が高くなるように，得点化を行った．

②理想自己：「どのくらい『そうなりたい』と思い

ますか」という教示のもと，5件法で回答を求め，

そうなりたいと思っているほど得点が高くなるよう

に得点化を行った．

③友人推測自己：重要な他者の視点から推測する自

己を測定する場合に，「他者とはどのくらい有意味

な他者なのか」について明確にする必要がある（田

中・原野，1992）．そこで本研究では，教示文にお

いて「ふだん，学校でよくいっしょにいる友人」を

2～3人思いうかべるように指示し，その友人の視

点から回答するよう求めた．5件法で，友人の視点

からみた自己を肯定的に評価しているほど得点が高

くなるように得点化を行った．

3）賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度

菅原（1986）が作成した，他者から承認を受けたい

という意識を2側面に分けて測定する尺度である．

9項目について5件法で回答を求め，それぞれの欲

求を強く感じているほど得点が高くなるように得点

化した．

結 果

1．評価懸念の性・学年差の分析

評価懸念尺度10項目の合計得点を算出し，性およ

び学年を要因とした分散分析を行った結果，男子と

女子の平均値に有意な差がみられ（郎1〃12］＝

23・59，♪＜．001），女子（ガ＝33．09，£D＝8．29）

が男子（ガ＝28．47，5β＝9．46）よりも高かった．

学年差と交互作用はみられなかった（取ble2）．

2暮 賞賛獲得欲求。拒否回避欲求の性・学年差

の分析

賞賛獲得欲求尺度と拒否回避欲求尺度についてそ

れぞれ合計得点を算出し，性及び学年を要因とした

分散分析を行った．その結果，賞賛獲得欲求では性

差・学年差ともに見られなかった．また，交互作用

も見られなかった．拒否回避欲求では，男子と女子

の平均値に有意な差がみられ（ダ［1〃12］＝15．00，少

＜．001），女子の方が男子よりも高かった．また，

学年差と交互作用はみられなかった（瀧ble3）．

31評価懸念と賞賛獲得欲求。拒否回避欲求と

の関連

賞賛獲得欲求と拒否回避欲求の両方が，評価懸念

を高める方向で働くとの予測について検討するた

め，男女ごとに，評価懸念を基準変数とした重回帰

分析を行った（′指ble4）．

その結果，賞賛獲得欲求と評価懸念との間の標準

偏回帰係数は，男子ではプ9＝．37（p＜．001），女子

ではノ9＝．26（ク＜．001）であり，男女とも，評価

懸念を高める方向で影響を及ぼすことが明らかと

なった．同様に，拒否回避欲求と評価懸念との間の

標準偏回帰係数は，男子ではノ9＝．26払＜．01）で
あり，賞賛獲得欲求と評価懸念との間の標準偏回帰

係数よりもやや小さかった．女子ではノ9＝．45（夕

＜．001）であり，賞賛獲得欲求と評価懸念との間の

標準偏回帰係数よりも大きかった．このように，男

女によってどちらの欲求が評価懸念により大きな影

響を及ぼしているかは異なるが，2つの欲求はとも

に評価懸念を高める働きをもつことが明らかとなっ
た．

4．自己の特徴と他の変数との関連

自己の特徴を「現実自己」「友人推測自己」の得

点の高低から記述し，その特徴によって，賞賛獲得

欲求，拒否回避欲求，および評価懸念の程度に差が

みられるか否かについて，分散分析を用いて検討を

行った．
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1もble2 評価懸念尺度における学年別，性別の平均値と分散分析結果

1年（117） 2年（141） 3年（169） 性差 学年差 交互作用

尺度 男（62） 女（55） 男（73） 女（68） 男（87） 女（82） F－Ⅶ1ue ト1ぬ1ue ぎー協1ue

評価懸念 29．36 32．87 26．43 33．60 29．63 32．80 23．59＊＊＊ 1．16n．s． 2．74n．s．

（9．61）（8．06）（8．83）（8．56）（9．94）（8．26） 男＜女

（括弧内は標準偏差） ＝臣p＜．05 ＊＊p＜．01 ＊＊＊p＜．001

′払ble3 賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度における学年別，性別の平均値と分散分析結果

1年（117） 2年（141） 3年（169） 性差 学年差 交互作用

尺度 男（62） 女（55） 男（73） 女（68） 男（87） 女（82） F－Ⅶlue F－Ⅶlue FlⅥlue

賞賛獲得欲求 14．26 14．65

（3．72）

拒否回遊欲求 14．29

（3．61）

14．28 14．68 14．53

（4．24）（4．74）

15．84 14．08

（2．46）（3．81）

（3．40）（4．50）

15．94 14，88

（2．64）（3．74）

14．60 0．48n．s． 0．03n．s． 0．07n．s．

（4．06）

15．03 13．65
＊＊＊

0．01n．s． 2．18n．s．

（2．99） 男＜女

（括弧内ほ標準偏差） ＊p＜．05 ＊＊p＜．01 ＊）担＊p＜∴001

′mble4 賞賛獲得欲求，拒否回避欲求，および評価懸念間の重回帰分析結果

基準変数

説明変数

評価懸念

女子 全体

r β r β r β

賞賛獲得欲求
．46 ．37＊納 ．46 ．26＊＊＊ ．44 ．26＊＊＊

拒否回避欲求
．39 ．26＊＊ ．56 ．45＊＊＊ ．48 ．37＊＊＊

ぷ債務厨頗数ノ
．52＊＊＊ ．61＊＊＊ ．52＊＊＊

さ幹p＜．05 ＊p＜．01 ＊＊∋紆p＜．001

まず，自己概念は個人の主体性が明瞭に反映され

る方法で測定・得点化される必要がある（Moretti

＆Higgins，1990）．そこで遠藤（1992）を参考に，

「理想自己」において各被験者が評定値5をつけた

特性を「個人にとって重要な特性（以下，重要特

性）」とみなし，「現実自己」の得点については，∑

RA（RA：各個人の重要特性の現実自己得点）をNA

（各個人の重要特性の項目数）で割り，算出した．

同様に，「友人推測自己」の得点は，∑OA（OA：

各個人の重要特性の友人推測自己得点）をNAで割

り，算出した．その後，得点化された「現実自己」

および「友人推測自己」について，性と学年を要因

とした分散分析を行った．その結果，「現実自己」

において性差がみられ（郎1／391］＝14．32，♪＜．

001），男子（〟＝3．11，£D＝．95）のほうが女子

（〟＝2．79，Sか＝．64）一よりも有意に高かった．ま

た，「友人推測自己」でも性差がみられ（ダ［1／391］

＝8・93，♪＜・001），男子（ガ＝3．17，£∂＝．96）の

ほうが女子（〟＝2．92，5∂＝．80）よりも高かっ

た．そこで，男女ごとに以下の方法で4群を抽出し

た．

（1）両自己高群（男：Ⅳ＝62，女：Ⅳ＝70）：「現実

自己」「友人推測自己」ともに平均値＋0．25S∂以上

である群．この群に属する生徒は，現実自己と友人

推測自己の両方を肯定的に捉えている．

（2）現実自己高評（男：Ⅳ＝39，女：Ⅳ＝31）：「現

実自己」は平均値＋0．25S∂以上だが，「友人推測自

己」は平均値－0．25£∂以下である群．この群に属

する生徒は，現実自己の肯定度は高いが，友人から

みた自己の肯定度が低い．

（3）推測自己高群（男：Ⅳ＝36，女：Ⅳ＝38）：「現

実自己」は平均値－0．25£D以下だが，「友人推測自

己」は平均値＋0．25£β以上である群．この群に属

する生徒は，現実自己の肯定度が低いものの，友人

からみた自己の肯定度は高い．

（4）両自己低群（男：Ⅳ＝55，女：Ⅳ＝77）：「現実

自己」「友人推測自己」ともに平均値…0．25£D以下

である群．この群に属する生徒は，現実自己と友人
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推測自己の両方とも肯定度が低い．

以上の方法により抽出された4群間において，賞

賛獲得欲求・拒否回避欲求，そして評価懸念の程度

に差が見られるか否かについて検討を行った．

＝ 自己の特徴と嘗賛授得欲求。拒否回避欲求との

関連

まず，賞賛獲得欲求を従属変数として分散分析を

行ったところ，男女とも群間に有意な差がみられた

（男子：ダ［3／194］＝3．40，♪＜∴05女子：ダ［3／196］

＝4．18，♪＜．01）．そこで，テユーキー法による多
重比較を行った結果，男女とも，「現実自己高評

（男子：及㌢＝16．32，5∂＝3．28女子：朋r＝17．18，

ぷ）＝4．40）」の平均値が「推測自己高群（男子：朋r

＝12．13，ぶ∂＝4．66 女 子：Åダ＝13．94，£∂＝

4．25）」よりも高かった（Fig．1）．「雨自己高群

（男子：朋－＝15．03，ぷ）＝4．17女子：朋－＝15．76，

Sか＝3．43）」と「両自己低群（男子：〟＝14．29，

ぷ）＝3．97 女子：ガ＝14．18，5∂＝3．71）」につい

ては，他の群との有意な差はみられなかった．

次に，拒否回避欲求を従属変数として分散分析を

行った．その結果，男女とも群間に有意な差がみら

れた（男子：ダ［3／194〕＝6．07，♪＜．01女子：ダ［3

／196］＝5．19，少＜．01）．そこで，テユーキー法によ

る多重比較を行った結果，男女とも，「現実自己高

群（男 子：jば＝16．58，Sβ＝3．04 女 子：朋－＝

17．36，5か＝1．75）」と「推測自己高群（男子：〟

＝16．56，5β＝2．92 女 子：ガ＝17．50，Sか＝

2．66）」の平均値が「両自己高群（男子：〟＝

13．71，Sか＝3．61女子：ガ＝15．02，£か＝2．97）」

よりも高かった（ng．2）．「両自己低群（男子：ガ

ニ15．07，£Dニ3．28
女 子：及㌢＝15．78，S∂＝

2．67）」については，他の群との有意な差はみられ

なかった．

以上の結果から，現実自己高群は2つの欲求のい
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Rg．1各自己概念タイプと賞賛獲得浴求との関連

ずれも高いが，推測自己高群は，賞賛獲得欲求が低

く，拒否回避欲求が高いということ，また，この傾

向は男女共通であることが明らかになった．さら

に，賞賛獲得欲求と拒否回避欲求は，現実自己と友

人推測自己の肯定度のいずれか一方の高さでほ規定

されないことが示された．

2）自己の特徴と評価懸念との関連

次に，評価懸念を従属変数として分散分析を行っ

たところ，男女とも群間に有意な差がみられた（男

子：ダ［訓．94］＝6．55，♪＜．001女子：ダ［3／196］＝

9．43，タ＜．001）．そこで，テユーキー法による多重

比較を行った結果，男子では，「現実自己高評（朋－

ニ32．26，5∂＝9．93）」と「推測自己高評（〟＝

35．31，ぷ）＝10．65）」の平均値が「雨自己高群（朋′

＝26．42，5か＝8．62）」よりも高かった．また，「両

自己低群（ガ＝31．16，5β＝10．20）」については，

他の群との有意な差はみられなかった．女子では，

「現実自己高群（朋r＝40．6，£∂＝6．02）」と「推測

自己高群（〝＝40．67，Sβ＝8．95）」の平均値が

「両自己高群（〟＝30．85，£D＝7．36）」と「両自己

低群（朋rニ33．35，Sか＝8．53）」よりも高かった

（Fig．3）．

以上の結果から，推測自己高評と現実自己高評の

評価懸念が高いこと，また両自己高群と両自己低群

との間に差がみられないことが，男女共通の傾向と

して示された．さらに女子では，現実自己と友人推

測自己の両方とも肯定虔の低い生徒が，2つのうち

いずれかの自己の肯定度が高い生徒よりも，評価懸

念が低いことが明らかになった．

考 察

1，評偶懸念と常賢獲得欲求。拒否回避欲求との関連

重剛希分析の結果から，賞賛獲得欲求と拒否‡司避
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Fig．2 各自己概念タイプと拒否回避浴求との関連
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欲求は，ともに評価懸念を高める方向で働くことが

示された．この傾向は男女共通にみられたが，影響

の強さは男女によって多少異なっていた．とくに拒

否回避欲求は，女子において男子よりも評価懸念に

大きな影響を及ぼしていた．また，性差に関する分

析の結果から，女子が男子よりも高い拒否回避欲求

を持っていることが明らかである．しかし，これら

の結果から，女子は消極的な方法，男子は積極的な

方法で集団に所属しようとする傾向にあるとは言え

ない．なぜなら，賞賛獲得欲求自体には性差がみら

讃tず，男子だから（あるいは女子だから）という理

由で，積極的に集団に所属しようという欲求の強さ

が異なるわけではないからである．むしろ，これら

の結果は，集団に承認されうまく所属していたいと

いう欲求が，男子より女子において高いことを示し

ていると考えられる．

これには，中学生の友人関係における特徴が関連

しているのではないだろうか．たとえば，中学生の

友だちグループの規模は，概して男子よりも女子の

方が小さく，またそのメンバーの流動性も小さい

（藤田他，1996）．それに加え，女子は男子よりも

「現在の仲間とはぐれたら戻れない」と強く感じて

いる（東京都立多摩教育研究所，1999）．このこと

から，女子は男子よりも，友だちと閉鎖的で濃密な

関係をつくっており，かつグループ間をたやすく行

き来できない状況にあることが推察される．女子に

とって，他のグループに入れてもらうことは男子よ

りも難しく，どのグループにも所属できない結果，

教室での居場所を失ってしまうことにもなりかねな

い．そうだとすれば，女子にとって集団からの承認

を得ることは男子よりも切実な問題となってくる．

しかし，承認されたい欲求が強くなると，それだけ

他者からの評価に過敏になってしまい，高い評価懸

念を抱えることになってしまう．女子の評価懸念が
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男子より高かったことも，こうした友人関係におけ

る性差が関連していると考えられる．

さて，両欲求が評価懸念を高めるとの予測は支持

され，なかでも男子では，賞賛獲得欲求のほうが評

価懸念との関連がやや強いことが分かった．賞賛さ

れたいという積極的な姿勢は，公的自意識の高い人

の「自己顕示性」を示している（菅原，1986）．自

己顕示性は，他者からの“まなぎし”に対する積極

的な姿勢であり，防衛的姿勢を基調とする対人不安

の傾向とは相反するものと考えられている（菅原，

1988）．だが，本研究の結果はこの知見に沿うもの

ではなかった．公的自意識の高さに関連する自己顕

示性とまなざしに対する不安とは，相反する関係に

あるものなのだろうか．

中学生の年齢層では，他者の視点からみた自己と

現実自己との折り合いをつけ難く，自己が不安定に

なるなかで，自尊心も低下していく．しかし，だか

らこそ自己をより高く位置付けようと自己顕示的に

なるのではないだろうか．また，中学生が友人関係

に適応し，中学校生活をうまく泳ぎ抜くためには，

「明るく」「おもしろく」しかも「人から浮き上がる

ことのないように」 と自分をコントロールしなけ

ればならない（東京都立多摩教育研究所，1999）．

つまり，現実自己を低めないためにも，集団にうま

く所属するためにも，自己顕示性は中学生にとって

必要なのである．しかし，自己顕示的な姿勢が自信

に満ちた自己から生じたものではない場合，それが

仲間から拒否さ淫tるおそれが常につきまとうことに

なる．そのために，自己顕示性に伴って防衛的，消

極的な心性が生じることになるのではないだろう

か．

以上のように考えると，自己顕示性は拒否桓‡適性

と相反するものでなく，それらが混在してしまうと

ころにこそ，不安の高さに結びつく問題があるよう

に思われる．この点については，他の発達段階と各

段階にみられる心理的特性を考慮した，さらなる検

討が必要であろう．

2一 自己の特徴と賞賛獲得欲求。拒否回避欲求

との関連

「現実自己」と「友人推測自己」の高低から中学

生のもつ自己概念の特徴を記述し，その道いによっ

て各欲求の程度に相違が見られるか否かについて検

討を行った．

第一に，男女とも，現実自己高群の賞賛獲得欲求

が強いことが明らかになった．現実の自己像を肯定

していても，特定の親しい友だちがそれを認めてく

れていないと感じている子どもは，「注目をあびた
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い」「気のきいたことを言って人を感心させたい」

といった欲求が強い．友だちが自分を過小評価して

いるように感じていると，賞賛獲得への欲求を強く

持つことも自然なことなのかもしれない．しかしそ

の一方で，拒否回避欲求が強いのも，この現実自己

高群の特徴である．一緒にいる友だちに認められて

いないという意識は，現実自己が肯定的であるがゆ

えに，もっと自分の良い点が評価されてもよいはず

だという思いにつながるであろう．しかし，実際に

は，現実自己高群に属する子どもは賞賛獲得のため

の行動をとることができないのではないだろうか．

なぜなら，「友だちが自分の良いところを理解して

いない」との意識から生じる，拒否されたくない気

もちもまた強いからである．そう考えると，現実自

己高群に属する子どもは，承認を得るための行動を

とることができず，ますます認められたい気もちば

かりが強まるという悪循環に陥ってしまうおそれが

ある．

一方，現実自己高評と両自己高群との間で賞賛獲
得欲求の程度には差がみられないが，拒否回避欲求

は両自己高評の方が低かった．現実自己が重要な他

者である友人からの肯定によって支えられている場

合には，その自己顕示的姿勢は，安定した肯定的自

己を背景に他者からの拒否を恐れないものになる．

つまり，賞賛されたい欲求の背景にある自己の揺ら

ぎやすさによって，それが拒否回避欲求を伴う葛藤

に結びつきやすくなることが考えられよう．

第二に，推測自己高評は拒否回避欲求が高いが，

道に賞賛獲得欲求は低いことが明らかとなった．ま

た，この傾向は男女とも共通であった．推測自己高

群に属する子どもは，実際の自己像を自分で肯定で

きないでいる反面，友だちは自己を過剰によくみて

いると認知している．すなわち，気の利いたことを

言って友だちの関心を引かなくとも，すでに友だち

から肯定的なフィードバックを受けているのであ

る．したがって，そ頚t以上賞賛されたいという欲求

は高くないのであろう．ところが自分が思っている

以上に友だちからよく評価されていると認知してい

るために，肯定的評価にあてはまらない本来の自己

を人前にさらけ出すことを躊躇することとなる．そ

のために，誰からも拒否されたくないという欲求が

高いのではないか．

このように考えると，推測自己高群に属する子ど

もは，消極的な方法，すなわち「だれからも嫌われ

ないですむ」方法，あるいは「できるだけ敵をつく

らない」方法で行動しようとするのではないかと思

われる．すなわち常に周囲の人に認めてもらえるよ

うに“自分”を演じているのではないだろうか．他

者からの肯定が積極的行動に結びつかないのは，そ

れが本人にとって，演じた自分に対する肯定としか

捉えられないためかもしれない．また，誰からも嫌

われか－ような，消極的な行動をとることでは，友

だちの視点からみた「過剰に肯定的な自己」と現実

自己の距練が狭まることはないだろう．結果的に，

自分に対する友だちからの評価が高まることはあっ

ても，あるがままの自分を友だちに知ってもらう機

会は少なくなってしまうと考えられる．

3．自己の特徴と評価懸念との関連

最後に，中学生の自己の特徴の違いによって評価

懸念の程度に相違が見られるか否かについて，検討

を行った．その結果，男女とも現実自己高群と推測

自己高群の評価懸念が両自己高評よりも高いことが

示された．

第一に，現実自己高群の評価懸念が高いことは，

友人の視点からみた自己を肯定できることの重要性

を示すものであり，本研究の予測が部分的に確認さ

れたと言える．また，この結果は「評価懸念が高い

ということは，必ずしも自分自身を否定的に評価し

ているという ことを意味しない」との知見

（Watson＆於iend，1969）を支持するものと思わ

れる．

現実自己高群に属する子どもの現実自己は，友人

推測自己が現実自己よりも肯定的でないため…つま

り，現実自己が特定の友人からの肯定に支えられて

いるわけではないため仙，たとえ肯定的であっても

非常に揺らぎやすいものと考えられる．現実自己高

群の子どもにとって，教師や他の級友からの否定的

評価にさらされることは，その不安定な肯定的自己

像を脅かすものになりかねない．また，賞賛獲得欲

求と拒否回避欲求がともに高いのも，この現実自己

高群である．先述のように，自己の揺らぎは両欲求

を同時に高める要因となるであろう．そこから生じ

る葛藤状態が，ますます承認への欲求を高め，他者

からの否定的評価に対して敏感にさせるのではない

かと思われる．

第二に，推測自己高群の評価懸念が高いことが明

らかになった．友人からみた自己を肯定できている

という点で，推測自己高群は，周囲からみれば友人

と良好な関係を保っている子どもと思われるかもし

れない．だが，特定の友人が自分に対して過剰に肯

定的なイメージをもっているという状況を推察する

と，本音の自分をみせられないまま，表面的な関係

が維持されている可能性も考えられる．教師や級友

から否定的な評価を受けることは，そうした関係を

危機にさらすものとなるかもしれない．この群の評
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価懸念の高さには，不完全な自分を露呈することへ

のおそれが反映していると考えられよう．

また，推測自己高群に属する子どもは賞賛獲得欲

求が低く，拒否回避欲求は高かった．現実自己高群

に関する結果から，評価懸念は自己顕示性と拒否回

遊性が混在することによって高まると考えられる

が，推測自己高群の場合は，この仮説はあてはまら

ないのであろうか．この点について，推測自己高群

の賞賛獲得欲求が低いことが，自己顕示性の低さを

あらわしているのかという観点から考えてみたい．

推測自己高群に属する子どもは，現実自己を肯定

できないながら，親しい友だちの前では肯定される

ような自分を演じていると考えられる．この状況

を，自己顕示が成功している状況と捉えられないだ

ろうか．穿った見方かもしれないが，自己顕示性が

高いからこそ，現実の自己を隠そうとし，「ポジ

ティブな特性をたくさん持っている子」を演じるこ

とをやめられないのではないだろうか．現実自己の

肯志度が低い子どもによる，言わば“つくられた”

肯定的自己像を，彼らの自己顕示の結果として考え

ると，推測自己高群の評価懸念の高さもまた，自己

顕示性と防衛的心性が混在した状況に関連している

のではないかと思われる．

最後に，女子の雨自己低群は，現実自己高評や推

測自己高群よりも評価懸念が低いことが明らかと

なった．彼女らは，いつも叩】一緒に行動する友人が自

分の良いところを認めてくれていないことを認知

し，さらに，それを自ら受け入れてしまっている．

そこには，“悪く評価されたらどうしよう”との不

安が高い傾向というより，特定の友人以外の他者か

ら肯定的に評価してもらうことへのあきらめがある

ように思われる．また，この群の賞賛獲得欲求や拒

否回避欲求はそjlほど高くなかった．これらの欲求

が「所属集団への帰属感を求める傾向の強さ」を示

すものでもあることを考えると（菅原，1986），両

自己低群の学級集団への帰属感や，学級集団を構成

する一成員として「帰属したい」と思う気もちも，

他の群に比べてそれほど高くないことが予測され

る．そのために雨自己低群に属する女子の評価懸念

が低いとすれば，評価懸念の程度が低すぎることも

また不適応的であると考える必要がある．

以上論じてきたように，評価懸念は，学校生活の

中で級友や教師とうまくやっていきたいという思い

が前提となって生じるものと考えうる．現実自己と

友人推測自己がどちらも肯定的である雨自己高群の

評価懸念が低いのは，「仲間に受け入れてもらわな

ければ」とか「うまくやっていかなくては」という

思いから解放されているためであろう．しかし両自

己低群の場合は，現実自己と友人推測自己がともに

肯定的でないことを考えると，仲間に受け入れても

らうことへの関心が低くなっているおそれがある．

そして，そのために否定的に評価されることにも不

安がないのだとしたら，評価懸念が低いことと学校

生活がストレスが少なく楽しいということを，イ

コールの関係で捉えることはできない．評価懸念と

学校生活における適応感や不登校傾向との関連につ

いては，今後，改めて検討する必要があるだろう．

窓とめと今後の課題

本研究では，中学生の自己を，現実自己の肯定度

とそれを支える友人推測自己の肯志度からとらえ，

評価懸念との関連について検討した．その結果，2

つの自己の肯定度ではなく，現実自己と同程度に友

人推測自己を肯定していることが評価懸念と関連し

ていることが明らかになった．この結果は，過大評

価でもなく，過小評価でもないかたちで特定の友人

から肯定されることが，評価懸念の低減に重要であ

ることを示唆している．

特定の友人との関係をはじめとする人間関係は，

学校生活を快適にする土台となる．人間関係で自己

が「ありのまま」に認められないと，学校生活のな

かで，本来の自己は，支えのない揺らぎやすいもの

にをるのかもしれない．本研究の結果から，重要な

他者からみた自己と現実自己との解離が，中学生の

自己の揺らぎやすさを規定しているとも考えられ

る．揺らぎやすい自己を抱えた子どもは，学校とい

う社会的場面で，評価面について積極性と消極性が

混在した葛藤状態に陥ることになる．すなわち，自

己顕示的でかつ防衛的な承認欲求が高まり，その結

果，授業などのふだんの学校場面で，教師や級友か

ら否定的に評価されることを過剰に心配することに

をると考えられる．

しかし，重要な他者の視点からみた自己が「あり

のまま」の自己であることと，評価懸念との関連に

ついて言及するには，本研究の結果だけでほ十分で

ない．なぜなら，「ありのまま」とは，ポジティプ

な特性だけでなく，ネガティブな特性についても重

要な他者からみた自己と現実自己が山…＝一致した状態で

あると考えるためである．自分の悪いところを友人

が知っており，そのうえでなお，仲良くしてくれて

いると認識することで，自己顕示的になる必要も，

過剰に防衛する必要もなくなるのではないか．この

点については，今後，ネガティブな特性から記述さ

れた自己概念と評価懸念との関係を検討することに

よって，明らかにする必要があるだろう．
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Appendixl評価懸念尺度

1人が話をしているのを見ると，自分のことを話

しているのではないかと気になります．

2 わたしは，人が自分の短所に気づくのではない

かとよく心配になります．

3 みんなと遅効をするとき，自分がどう見らjlて

いるのか気になります．
4 わたしは，ほかの人が自分をどう思っているか

を気にしすぎていることがあります．

5 人と話をしていると，あいてが自分をどう思っ

ているか気になります．

6 わたしは，みんなの前で失敗したらどうしよう

と，よく心配になります．

7 だれかがわたしのほうを見ていると，自分をど

う思っているのか気になります，

8 わたしは，自分が人から何かよくないことを言

われるのではないかとよく心配してしまいます．

9 みんなの前で発表するとき，自分がどんなふう

に見られているのか気になります．

10 わたしは，人から言われたことを気にしすぎて

いることがあります．



272 筑波大学心理学研究 第24号

Appendix2 自己概念尺度（ポジティブ領域）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5

明るい

思いやりのある

スポーツがとくい

人のきもちがわかる

がんばりや

かっこいい（かわいい）
たよりになる

頭がいい

前向きである（くよくよしない）
おもしろい

自分に自信がある

はきはきしている

強い

だれとでも仲良くなれる

おだやか




